
令和７年度 １１月 

岩出市学校給食共同調理場 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                   

                                               

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寒
さむ

くなってくると牛
ぎゅう

乳
にゅう

の飲
の

み残
のこ

しが増
ふ

えてきます。牛 乳
ぎゅうにゅう

には、骨
ほね

のもととなるカルシウム、 

たんぱく質
しつ

が豊
ほう

富
ふ

に含
ふく

まれていますので、今
いま

も将
しょう

来
らい

も元
げん

気
き

に過
す

ごすために、しっかり飲
の

みましょう。 

 

給 食
きゅうしょく

の牛 乳
ぎゅうにゅう

で考
かんが

えると・・・ 

小
しょう

学
がく

生
せい

 3本
ぼん

分
ぶん

 

中
ちゅう

学
がく

生
せい

 4本
ほん

分
ぶん

 

                 になります。 

※アレルギーなどで牛
ぎゅう

乳
にゅう

が飲
の

めない人
ひと

は、小
こ

魚
ざかな

や野
や

菜
さい

などでカルシウムをとりましょう。 

 

11月
がつ

は、秋
あき

の味
み

覚
かく

として「さつまいも」を使
つか

った献
こん

立
だて

をいくつか取
と

り入れました。 

さつまいもにはビタミンCが豊
ほう

富
ふ

に含
ふく

まれています。 

おやつにもおすすめの食
た

べ物
もの

です。 

 

「ほねくの磯
いそ

辺
べ

揚
あ

げ」 

「ほねく」は、太
た

刀
ち

魚
うお

を骨
ほね

ごとすり身
み

にして作
つく

られた揚
あ

げかまぼこです。和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

の 

有
あり

田
た

地
ち

区
く

は太
た

刀
ち

魚
うお

の漁
ぎょ

獲
かく

量
りょう

が日
に

本
ほん

一
いち

で、「ほねく」も昔
むかし

から親
した

しまれた食
しょく

品
ひん

です。 

骨
ほね

ごと食
た

べるので、子
こ

どもたちに必
ひつ

要
よう

なカルシウムが豊
ほう

富
ふ

に含
ふく

まれています。 

 

「ココア揚
あ

げパン」 

人
にん

気
き

メニューとしておなじみの揚
あ

げパンですが、今
こん

回
かい

はココア味
あじ

に 

アレンジしたものを取
と

り入
い

れました。昨
さく

年
ねん

初
はじ

めて実
じっ

施
し

し、好
こう

評
ひょう

でした。 

給
きゅう

食
しょく

センターで揚
あ

げて、熱
あつ

いうちにココアをまぶして、一
ひと

つ一
ひと

つ袋
ふくろ

に入
い

れて 

提
てい

供
きょう

します。 

 

「鶏
とり

肉
にく

のスパイシー焼
や

き」 

鶏
とり

肉
にく

に塩
しお

こしょう、しょうゆ、「オールスパイス」というスパイスで 

下
した

味
あじ

をつけて焼
や

いて作
つく

ります。初
はじ

めて実
じっ

施
し

する献
こん

立
だて

です。 

 

「ハンバーグ（柿
かき

トマトソース）」 

11月
がつ

22日
にち

は、「ふるさと誕
たん

生
じょう

日
び

」（和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

の誕
たん

生
じょう

日
び

）です。 

ふるさと誕
たん

生
じょう

日
び

にちなんで、紀
き

の川
かわ

市
し

産
さん

の柿
かき

を給
きゅう

食
しょく

に取
と

り入
い

れる予
よ

定
てい

です。 

トマトベースのソースに、細
こま

かく刻
きざ

んだ柿
かき

を加
くわ

え、よく煮
に

込
こ

んで「柿
かき

トマトソース」を 

作
つく

ります。 

1１月の献立より 
日
に

本
ほん

では、食
しょく

事
じ

の前
まえ

に「いただきます」、食
た

べ終
お

わったら「ごちそう

さま」のあいさつをする習
しゅう

慣
かん

があります。それぞれ、どのような意
い

味
み

が

あるのでしょうか。 

「いただく（頂く／戴く）」は、

頭
あたま

にのせるという意
い

味
み

があり、

身
み

分
ぶん

の高
たか

い人
ひと

から物
もの

をもらう

際
さい

、頭
ず

上
じょう

に捧
ささ

げて敬
けい

意
い

を表
ひょう

し

た動
どう

作
さ

にちなむ言
こと

葉
ば

です。自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

み、生
い

き物
もの

の命
いのち

をもらうこ

とへの感
かん

謝
しゃ

を表
あらわ

します。 

 
 

「ちそう（馳走
ち そ う

）」は、食
しょく

事
じ

を用
よう

意
い

するために走
はし

り回
まわ

るこ

とを意
い

味
み

しており、この食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がるまでに関
かか

わった

人
ひと

びとへの感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちが込
こ

められています。 

 食
た

べることは、生
い

き物
もの

の命
いのち

をいただき、命
いのち

をつないでいくことです。

また、食
しょく

事
じ

が出
で

来
き

上
あ

がるまでに、料
りょう

理
り

を作
つく

る人
ひと

をはじめ、農
のう

作
さく

物
ぶつ

や家
か

畜
ちく

を育
そだ

てる人
ひと

、魚
さかな

をとる人
ひと

、食
しょく

材
ざい

を運
はこ

ぶ人
ひと

、販
はん

売
ばい

する人
ひと

など、たくさん

の人
ひと

が関
かか

わっています。感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに、心
こころ

を込
こ

めてあいさつ

し、食
しょく

事
じ

を大
たい

切
せつ

にいただきましょう。 
 

にち   ひつよう 

りょう 

ぎゅうにゅう の 

げん   き ほ ね つ く 

新
あたら

しい献
こん

立
だて

です。 

また感想
かんそう

を聞
き

かせてくださいね♪ 


